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研究テーマ:「X線天文衛星による超新星残骸の観測で迫る元素の起源」 

「好きな事を続けてみる」 

中学生や高校生の頃になんとなく面白そうだなと興味を持った宇宙を、たまには心が折れかけたり、寄

り道などもしたりして、10 数年追い続けてきました。もともと私は、宇宙に関わる物理を「学びたい」

と思って大学に進学しました。高校生の皆さんも、今後大学に進学することで、自分の知りたい最先端の

学問を学びたいと今から楽しみにしている人は多いと思います。一方で、誰も知らない事に出会う「研

究」の魅力も是非、大学へ進学する前から知ってもらいたいと思っています。 

私は、星が長い一生の最後に起こす大爆発「超新星」の研究を行なっています。我々の身の回りに存在

する様々な元素のほとんどは、約 138 億年の宇宙年齢の間に、星の内部や超新星時の核融合で合成され

てきました。 

つまり、我々人類も、超新星が無ければこの宇宙に存在していません。しかし、その超新星の爆発の仕

方や、元素の供給量には、まだまだ謎が多く残っています。この超新星の謎の解明に向けて、学生時代は

JAXA 宇宙科学研究所、その後は NASA ゴダード宇宙飛行センターで天文衛星の開発にも携わって来ていま

す。望遠鏡で星を覗き込む、というよりは、宇宙へ大きな装置を打ち上げて実験するというイメージの方

が近いです。 

実際に、宇宙観測だけでなく、鹿児島で天文衛星を運用したり、SPring-8 などの放射光施設や筑波宇

宙センターで衛星用の実験などをして来ました。様々な技術を集結し、宇宙の謎に取り組んでいます。 

何か好きな事があったら、力む必要は無いので、周りをあまり気にせず、自分のペースで続けてみて欲

しいです。 

高校卒業して 10 数年間は、自分で思っていたより長く、予想していなかったいろんなことが起こりま

した。そんな中で少しずつ、好きだった事から離れていく人たちもいます。続けていく事自体が大変な時

もありますが、同じような志を持つ仲間に出会い、助け合いながら、誰も見た事がない世界を切り開いて

いく行為は、何にも代え難く、想像を遥かに超えて楽しいものです。 

ティコの超新星残骸 

 (クレジット: X-ray: NASA/CXC/RIKEN & GSFC/T. Sato et al.; Optical: DSS) 
XRISM 衛星 
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